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ん』（槇ひろし作 前川欣三絵1975）『あな』（谷

川俊太郎文 和田誠画1976）などは印象的な
絵本として記憶に残ります。

言葉をテーマにしたもので特筆すべ
きは、言語学的な魅力を持つ『カニツン
ツン』（金関寿夫文 元永定正絵 1997）です。
ガートルード・スタインやインディアン
の詩の研究者である金関寿夫の文には、
伊語、アイヌ言葉など、世界の様々な国
や地域の言語の響きが多彩に表現されて
おり、それらの言葉と元永定正の描くイ
メージがマッチして動き出し、言語文化
のおもしろさが感覚として楽しめます。

印象的な主人公の絵本はシリーズ化もされています。『たいへんなひるね』（さとう

わきこ作・絵 1988）のばばばあちゃんのおはなしシリーズ注②、『サラダとまほうのおみ
せ』（カズコ・Ｇ・ストーン作 1994）のやなぎむらのおはなしシリーズ、『まゆとおに』（富

安陽子文 降矢なな絵 1999）のやまんばのむすめまゆのおはなしシリーズなどがあります。

注②　ばばばあちゃんがはじめて月刊誌に登場したのは年中向き1981『いそがしいよる』

『こどものとも年中向き』4歳〜5歳向き
『こどものとも年中向き』は、1968年に創

刊されました。年中向きは、物語を楽しみ
はじめる時期の子どもたちを対象としてい
るため、『そらまめくんのベッド』（なかやみ

わ作・絵 1997）や、『ねこどけい』（岸田衿子作 

山脇百合子絵 2009）など身近な動物や植物を
主人公にしたユーモアのある物語が多くみ
られます。

この時期の子どもたちは変なものも大好
きですから、『ジャリおじさん』（大竹伸朗絵・

文 1993）、『ゆうびんやさんのホネホネさん』
（にしむらあつこ作・絵 1998）『トマトさん』（田

中清代作 2002）も子どもたちを惹きつけます。
また、会話言葉がほぼ完成し、しりとり

などの言葉遊びもできるようになる時期ですから『ふし
ぎなナイフ』（中村牧江・林健造作 福田隆義絵 1985）、『ど
うぶつサーカスはじまるよ』（西村敏雄作 2006）など、言
葉をユーモラスに楽しむ絵本との出会いが、言葉に関
する感覚を豊かに養います。

様々な表現を自分なりに工夫しだす年中児にとって、
『どっとこどうぶつえん』（中村至男作 2012）『あ』（大槻

あかね作 2005）『ぶたぶたくんのおかいもの』（土方久功

作・絵 1970）などは表現としての面白さがあり魅力的な
絵本です。

昔話には、年中児にも親しみやすいように、ちょっ
と間の抜けたばけものが登場する『たぬきえもん』（藤

巻愛子再話 田澤茂絵 2011）や、動物が主人公の『ねずみの
およめさん』（小野かおる再話・画 1988）などがあります。
また形式という面では、『おなかのかわ』（瀬田貞二再話 

村山知義絵 1975）は、いわゆるぐるぐる話になっており、
子どもたちの予想通りに展開する楽しさがこの時期の
子どもたちの発達にそっています。

このように、物語の楽しさを広げるように、子ども
たちが同化しやすい身近なテーマや主人公、言葉への
配慮、ユーモアが、『こどものとも年中向き』の特長と
してあげられます。

年中向きから登場したシリーズは、前出のホネホネ
さんのシリーズや、『おばけかぞくのいちにち』（西平

あかね作 2003）のさくぴーとたろぽうのシリーズがあり
ます。『だるまちゃんとてんぐちゃん』（加古里子作・絵 

1967）からはじまる、だるまちゃんのシリーズは、『こ
どものとも』と、『こどものとも年中向き』の両方から刊
行されており、世代を超えて子どもたちに支持されて
います。

『こどものとも年少版』2歳〜4歳向き
絵本に興味をもちはじめる子どもたちが無理なく楽

しめる内容です。なかでも初期のこどものとも年少版
に登場した『きんぎょがにげた』（五味太郎作1977）は複
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「きんぎょがにげた」
予想通りに展開するストーリーが、
子どもたちに安心感を与えてくれます。

園文庫では子どもが繰り返し借りていく絵本。

「パンやのくまさん」
姿はぬいぐるみのくまですが、その暮らしぶりは

1流のパン職人さんそのものです。
3歳頃の子どもたちにもわかりやすい表現で、
生活者の1日をていねいに紡ぎます。

「おおきなかぶ」
絵のすばらしさと、

「うんとこしょ、どっこいしょ」の
繰り返しの言葉から、お友達とイメージを

共有して遊びがはじまります。

「いたずらこねこ」
子どもたちも、こねこになって

好奇心を発揮します。
見開きの横に広いページ構成を生かした

表現が効果的。

「てぶくろ」
3歳の子どもたちにも楽しめる、

雪の夜てぶくろの中で繰り広げられる
動物たちのファンタジー。

「かばくん」
言葉が豊かに育まれるこの時期に出会いたい、

ゆったりと美しい詩のような文と、
その世界観を表現するやさしい絵。

「わたしのワンピース」
まわりの景色にそまり変わっていくワンピース。
最後の模様はもう変わらず、一本道を行く
うしろ姿はさっそうとしています。

「ぐりとぐら」
森の中で焼きあがる

ふわふわのカステラを食べた子どもたちは、
三世代を超えました。

時を超え共有できるおいしさ。

「ぞうくんのさんぽ」
次々とぞうくんの背中に乗って
動物たちが散歩を楽しみます。

ユーモラスな絵と、会話による文があいまって
ゆったりとした世界観をつくりだしています。

「はなをくんくん」
だんだん盛り上がる展開に

春を迎える高揚感が伝わります。
黄色い小さな花に、

春の喜びが凝縮されています。

「おでかけのまえに」
3歳頃のかわいいお手伝いが描かれます。
子どもたちは主人公に同化しながら、
同時に客観的な視点でも楽しめます。

「いちご」
子どもたちのなぜ、どうしての質問に

畑のいちごが応えます。
3歳頃の子どもたちに

ふさわしい表現で描かれた科学絵本。

3 歳児の絵本  ～お話の世界へ～
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旧版

（平成 30 年施行）

新しい
 要　領　指　針

に完全対応しました。


